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研究成果の概要（英文）：This research clarified the significance and challenges of fieldwork 
education in language and culture programs. There were three main research outcomes: (1) The 
research clarified instructional effects and challenges based on the data collected from fieldwork 
education programs; (2) The research illustrated learners' linguistic and cultural learning by 
examining their learning processes and outcomes; (3) Based on the findings, the researchers created 





















































本研究で得られた知見は、学会発表（27 件、うち招待講演 4 件、国際学会 19 件）、研究論文（12
件、うち査読付き論文 8 件、国際共著 4 件）、図書（6 件）などによって対外的に発信した（村
田 2020,2018a, 2018b, 2017a, 2017b, 2016, 村田・マリオッティ 2018, 村田・佐藤 2016, 村田・
箕曲・佐藤 2021, 村田・中山・藤原・森茂 2019, 佐藤・村田 2018 など）。 
 
本研究で得られた主な知見は以下の３点である。 






















た（学習者の組み合わせ例は表 1 参照）。 
 
表 1 グループフィールドワークにおける学習者の組み合わせ例 
 学習者 名前（仮名） 英語レベル 日本語レベル 
1 留学生 スミス 第一言語 初級 
2 リリー 上級 上級 
3 リー 中級 中級 
4 国内学生 田中 上級 第一言語 
5 中山 中級 










































































 フィールドワークのテーマ フィールドワークの留意点 
1. 恋愛 調査協力者との関係性の構築 
2. ことばを学ぶこと 調査の方向転換によって学べること 
3. 国際交流 現場の改善を目指したフィールドワークとは 
4. クラブ活動の魅力 密着取材とフィールドワークの関係 
5. クラブ活動の人間関係 インサイダーとしてのフィールドワークの意味 
6. 食べること 相手が言わないことは何か 
7. 買うこと インタビューへの恐れをどう克服するか 
8. 就職活動 自分自身の経験をどう記述・分析するか 
9. 若者の政治意識 調査者の先入観 
10. 宗教のふしぎ 自分の価値判断を保留できるか 
11. アルバイト先の外国人労働者 調査場所の問題 
12. 街のフィールドワーク 多文化グループでの協働 
13. 祭りのフィールドワーク 記事を書くことによる現場への還元 














































ェンシー研究(JALP) (4) 62-74.  
⑪ 村田晶子・佐藤慎司(2016)「人類学の方法論に基づいた日本語教育におけるフィールドワ
ークプロジェクト」『ヨーロッパ日本語教育』(20) 90-95. 
⑫ Jurasek, R. (1995). Using ethnography to bridge the gap between study abroad and the on-campus 
language and culture curriculum. In C. Kramsch (Ed.), Redefining the boundaries of language study 
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